
学力向上
委員会

公開授業やＯＪＴ校内チーム研
修等による研究授業を促進し，
学力向上に資する授業力の向上
を図る。

・ＯＪＴ校内チーム研修による課題の共
有，実践を行う。
・公開授業・研究授業の成果を踏まえ，本
校独自の「授業のポイント」を作成する。

・研究授業を実施または参観した教員の割
合が80％以上（教員）
・学校教育診断アンケート「授業の進め方
等に工夫が見られ，分かりやすく充実した
授業である」の項目のプラス評価の割合が
80％以上（生徒）

教務課

学習環境や学習態勢を整える意
識を高め，学力向上に繋がる授
業力の向上を図る。

・整備されたＩＣＴを有効活用し，効果的
な授業を展開していく。
・共通の目標を立てて授業規律を整え，学
習意欲が高まる雰囲気を作りを行う。
・年間を通した授業目標を明確にして，授
業力の向上に取り組む。

・各教科において，ＩＣＴを有効活用した
授業実践事例を１つ以上あげることができ
る。
・各学年，教科で授業規律を整えるための
目標を立て，取り組んでいくことができ
る。
・学校教育診断アンケート「授業の進め方
等に工夫が見られ，分かりやすく充実した
授業である」の項目のプラス評価の割合が
80％以上（生徒）

３年

高校在学時のキャリア教育のま
とめとして，また進路決定に向
け,ＩＣＴを活用した授業研究
を実施する。

・「生徒の進路実現への意識が高まる」,
「知識が定着する」等,３年次に効果的なＩ
ＣＴの活用のタイミングを学年団全教員で
研究する。

・第１学期に１度，ＩＣＴを活用した授業
を実施し，学年団会議で協議を行う。

１年
家庭学習時間を確保し，基礎学
力の向上を図る。

・家庭学習の時間を毎日２時間以上確保す
る。授業前準備を万端にして授業に臨む。

・２時間以上家庭学習をする者６割以上。

普通科

各学年・進路指導課・教務課と
連携し，進路実現のために必要
な学力の養成と進路意識の高揚
に取り組む。

・授業公開やＩＣＴ機器を活用した授業方
法の研究を通して教員の指導力向上に努め
る。
・ＬＨＲやＣＣＴの活動を通じて，進路に
対する生徒の意識を高め，目標達成に向け
た学習活動への動機付けを行う。

・各学年，進路指導課，教務課の関連する
目標の達成状況に準じて判断する。

商業科

学力向上を目的とした授業改善
（ＩＣＴの効果的な活用も含め
た）を図りながら，授業内容の
課題を文書化し共有する。

・研究授業及び公開授業を通し，授業見学
を行い，授業づくりに参画する。
・学期や定期考査ごとに振り返りながら，
課題を明らかにする。

・授業内容の課題を共有できるような各科
目指導計画書を，主要科目を中心として作
成する。

キャリア
教育委員
会

「キャリア・ノート」を活用
し，改善を図る。

・総合的な学習の時間だけではなく，ホー
ムルーム活動の時間や学校行事などでも
「キャリア・ノート」を活用する。
・キャリア教育の年間指導計画を教員間で
共有し，事前・事後学習や学校行事同士の
関連を理解する。
・総合的な学習の時間，ホームルーム活動
の内容を検討する。

・学校行事や講演会等の事後感想文，社会
貢献活動や検定試験の記録などで活用され
ている。
・特別活動の全体計画を作成するなどキャ
リア教育の手引きが改善されている。
・総合的な学習の時間やホームルーム活動
の時間の内容が見直され，指導案が整備さ
れている。

総務課
「キャリア・ノート」の活用を
通して，コミュニケーション能
力の育成・伸長を図る。

・７つの力の育成を意識しながら，コミュ
ニケーション能力育成プログラムやＣＣＴ
等の様々な活動を実践する。

・プログラム実施前後のアンケートで，肯
定的評価の割合が増加する。

進路指導
課

「キャリア・ノート」に対応し
て適切な進路情報を提供し，生
徒の進路意識を喚起する。

・『進路便り』等の広報紙や集会，ＣＣＴ
を通して，進路情報の提供を行い，早期か
らの進路意識の高揚を図る。
・成績上位者の伸長，成績不振者への指導
など，生徒個人に応じたきめ細かい指導を
行い，卒業まで諦めずに学習に取り組ませ
る。

・『進路便り』を各学年，年間１２回以上
発行する。
・就職希望者が卒業時に全員内定してい
る。
国公立大進学希望者の合格者数が前年より
増加している。浪人や特別な事情がある生
徒を除き，卒業時の進路未決定者がゼロで
ある。

図書課

未貸出者の数を減らすことに
よって読書に親しむ態度を育
て，柔軟性や情況把握力を向上
させる。

・読書リレーにクラスで取り組む(協力力)
・ビブリオバトル（新規）で本をなかだち
としたコミュニケーションを体験し，読書
に親しむ態度を育てる(発信力)
・読書記録(「キャリア・ノート」)の利用
を促す。
・図書館ディスプレイを利用した生徒有志
による本の紹介(実行力・発信力)

・年々未貸出者の数字は増加しており，昨
年度は45％に上る(オリエンテーション貸出
を除く)。何とか400人未満，できれば350人
未満に抑えたい。
・生徒有志によるオススメ本紹介映像を流
す（年間15人程度）。

３年

コミュニケーション能力育成プ
ログラムが全科展開された最初
の学年として,１年次から積み
上げた７つの力が反映された
「キャリア・ノート」を作り上
げ,進路指導を行う。

・学校行事やＣＣＴをはじめとする様々な
場面で,生徒が７つの力を主体的に発揮でき
るようにし,進路実現に向け,身に付けた力
を活かすことができるようにする。

・「キャリア・ノート」を完成させる。
・進路指導アンケートの質問９「進路指導
の満足度」で,「満足」「まあ満足」と回答
する生徒が前年度（95％）を上回る。
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学校経
営目標

重点①　授業力向上の取組…ICTの効果的な活用と研究授業の推進
評価：ICTを活用できている教員の割合が80％以上
　　　研究授業を実施または参観した教員の割合が80%以上
　　　学校教育診断アンケート「授業の進め方等に工夫が見られ，分かりやすく
　　　充実した授業である」の項目のプラス評価の割合が80%以上（生徒）
重点②　「キャリア・ノート」の活用…事前・事後学習と系統性の充実
評価：教育活動全般にわたり「キャリア・ノート」が活用され，系統的な
　　　指導がなされている。
重点③　美しい学校づくり…「美しい場所で　美しく歩き　美しく話す」
評価：各分掌，自己で定めた具体的な目標指標に従って総合評価する。

達成基準
課・学科・学
年等

コミュニケーション能力（７つの力）の
育成を核とした学校づくり

－グローバル化する社会で生きる力の育成－

該当する経
営目標の
番号

具体的目標 具体的計画

①

②



２年

７つの力の育成（特に，発信
力，実行力，自他肯定力の３つ
の力の強化）。

・ＣＣＴや修学旅行前後の学習の中で，自
分の意見や考えを発信する機会を多く設け
る。
・スケジュール管理を意識させ，今自分に
必要な課題を自ら考え解決する力を伸ば
す。

・年度の初めと終わりにアンケートを実施
し，自分の力がアップしたと感じる生徒が
増える。

１年
進路意識の高揚を図る。 ・「進路の手引き」と「キャリア・ノー

ト」を利用して，進路に関する情報を提供
し，理解を深めさせる。

・３学期にアンケートをとり，進路に関す
る理解が深まった者が９割以上。

生徒課

学校内外での諸活動を通じて，
生徒が豊かな人間性や社会人と
して必要な資質を身につけるた
めの援助を行う。

・ＴＰＯに応じた態度の醸成を通じて，社
会的自立に必要な情況把握力・傾聴力を向
上させる。
・社会貢献活動を通じて，協力する力・自
他肯定力・実行力の向上を図る。
・生徒会活動などの特別活動や部活動を充
実させ，心身の健全な成長を促す。

・積極的に挨拶をすることができる。
・制服の着こなしや言葉遣いなどを情況に
応じて正しく選択することができる。
・特別活動や課外活動に能動的に参加し，
自らの内面的成長を促せている。

厚生課
校内の環境美化に力を入れ，教
育環境の整美に努める。

・トイレ，教室を重点的に清掃する。 ・トイレ，教室がきれいになることで教育
環境が向上する。

国際情報
科

学習環境，身だしなみを整え，
学習に向かう姿勢を身に着けさ
ることで学力向上を図り，生徒
一人一人の希望に合った進路を
実現させる。

・掃除，整理整頓を習慣づけ，継続的な身
だしなみの指導をする。
・目標設定，課題等の計画的な取り組みを
推進する。

・ホームルームが定期的に整理整頓されて
おり，身だしなみやあいさつに注意を払う
ことができる生徒が増える。
・落ち着いて学習できる環境が整い進路実
現への意識が高まる。

３年

身だしなみなど西高生にふさわ
しい態度について理解し,「美
しく歩く」ことのできる生徒を
育成する。また,ＴＰＯをわき
まえて行動できる「美しく話
す」生徒を育成する。

・進路実現を念頭に, 日常的な生徒・教職
員間のコミュニケーションを重視し,問題の
ある場合に積極的に働きかける。

・年間の特別指導を５件以下に留め,学年集
会における身だしなみチェック（生活点
検）で指導を要する生徒が毎回５名以下で
ある。

１年
高校生らしい生活習慣，身だし
なみ，言葉遣いを身に付けさせ
る。

・ＴＰＯに応じた挨拶や行動をとることが
できるよう指導する。

・ＴＰＯに応じた挨拶，行動をとることが
できる生徒が８割。(職員室に入室してくる
ときにチェックする。）

該当する経
営目標の
番号

課・学科・学
年等 具体的目標 具体的計画
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